








研究のねらい 

人間の母子相互作用を研究するうえに,サルは有用な研究対象である。人間もサルも動物分

類からみると同じ霊長類である。霊長類に共通する点はいろいろあるが,行動の発達の面か

らは,(1)子が成長しおとなになるまでにかなり長い時間がかかること,(2)その間母親がお

もに子を育てること,(3)子は母親に育てられるが一方で多数の仲間と社会的接触を持ち育

つこと,(4)子の発達にとって幼少期に経験し学習したことが成長したとき重要な影響を及

ぼすことなどがあげられる。 

このような点からみて,サルの研究を人間における母子相互作用の研究に役立てることが

できよう。われわれの研究室は,これまで長年にわたりニホンザルについて,（1)野外の集

団(岡山県真庭郡勝山町神庭谷を中心に生息する約250頭の集団で,1958年2月にわれわれ

の手により餌付けされ,それ以後観察が続けられているもの,(2)放飼集団(同上の集団より

分裂した約50頭の集一団で,現地の約1000㎡の屋外放飼場に飼育されているもの,(3)実験

室に飼育されている個体〔約 70 頭)を対象に,おもに行動面について研究してきた。このよ

うな研究をふまえ,本研究班の分担研究では初年度においてとくに母性行動形成に及ぼす

生育歴の影響を取り上げた。 


